
令和６年 第３回 熊野町議会定例会（９月）

一 般 質 問 通 告 一 覧 表

Ｎｏ．１

質 問 議 員
質問の

方 法
質 問 事 項 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

１．藤本議員 一問一答 ① 筆の里工房周辺

事業の今後は

● 体験交流施設に付随する施設について

● お出かけ号を増便しアクセスを便利に

町 長

② 各公共施設に対

し町の負担軽減を

● 町民体育館などの公共施設に対し、ネーミン

グライツの設定を。

町 長

２．世良議員 一問一答 ① 老朽化する下水

道管について

● 老朽化する下水道管による町道の安全性に

ついて

● 今後の下水道管の老朽化に対する点検・修繕

工事について

町 長

３．中島議員 一問一答 ① こども誰でも通

園制度について

● こども誰でも通園制度の概要は。

● 導入に向けた課題、準備状況は。

● 保育施設・保育士の現状と対策は。

町 長

② シニアカーの安

全確保等について

● シニアカーが増加傾向にある。現状は。

● どのような安全確保に取り組んでいるか。

● 他の市町では補助金制度を導入していると

聞く。町の現状は。

● 街路沿い等の草木等が生い茂りシニアカー

等の死角となっている。定期的な伐採はどのよ

うに考えているか。

町 長



Ｎｏ．２

質 問 議 員
質問の
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質問の

相 手

４．水原議員 一問一答 ① 災害対策につい

て

● 避難路について

● 避難情報発令基準について

町 長

② 交通安全対策に

ついて

● 交通量の増加。住民の安全確保はどのように

進めているか。

町 長

５．大瀬戸議員 一問一答 ① 公共施設の利用

促進と利便性の向

上のために

● 不特定多数の町民が利用する公民館などの

施設の利用状況と課題は。

● それらの施設にWi-Fiを。

● 交流センターなどの4施設に予約システムが
導入されたはずだが。

町 長

② 町内のバス事情 ● 広電バスの利用状況は把握しているか。

● 阿戸線のここ二年の推移は。

● 拠点の理想について民間事業者との連携の

見込みは。

町 長

６．荒瀧議員 一問一答 ① 筆の里工房周辺

事業について

全体計画が 2024.6定例会で初めて提示された。
● 当立地の治山治水について

① 2018.7豪雨災害では、何を学んだのか。
② 国交省は、本事業のハザードマップや造成計

画を把握しているのか。

③ 危険な場所の危険な造成です。約 18.5億円
投資の賠償責任を誰が取るのか。

● 地域資源について

① 先人の作った美しい石垣の棚田、樹齢百年超

の保安林は復元・保存するのか。

② 「筆文化の地域資源を活用した魅力的施設」

の具体的内容について

③ 人口減社会は、公共施設の減築・コンパクト

化です。地域経済活性化、税収増はどれだけ見込

めるのか。

町 長
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６．荒瀧議員 一問一答 ① 筆の里工房周辺

事業について

● 「物づくり」の観点から

① 全体計画を基に安全な造成が基本原則であ

る。施設を先行する真逆の「物づくり」をなぜ

するのか。

町 長

② 町長・三村裕史氏

の成果と次期公約

について

６月定例会にて成果と公約の発言があった

● 成果のほとんどは、国・県からの機関委任事

務で実務職員の成果である。町長の職能は大

局的で綜合的観点での結果が求められれる。

職員とは別次元と考える。具体的にどんな職

責を果たしたか。

● 20年来の課題であった県道矢野安浦バイパ
スの延伸は、画期的であった。町長はどの様な

貢献をしたか。

● 立地適正化計画を策定し、役場周辺に病院を

含めた総合施設を造りたい。初耳である。具体

的内容が知りたい。

町 長

７．沖田議員 一問一答 ① 学校体育館のエ

アコン設置につい

て

● 熱中症指数計が暑さ指数 33を超えた場合の
体育の授業やクラブ活動についての現状と課

題は。

教育長

② 妊産婦へのタク

シー料金助成につ

いて

● 出産時の母体の保護と精神的、経済的な負担

の軽減を図るためタクシー料金の助成につい

て町の考えを問う。

町 長

８．片川議員 一問一答 ① 住民福祉の向上 ● 当町の住民福祉の向上・増進の考え方。

● 猛暑が続く近年熱中症対策を。

● 教育施設のエアコン整備は。

町 長


